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日

蓮

『

注
法
華
経
』

寿
量

品
に

お

け
る

　
「

法
華
文
句
』

の

注
記
に
つ

い

て

関
　
戸

　
堯

　
海

　
『

注

法
華
経
』

は

日
蓮
が

所
持

し
た

「

法

華
経
』

の

余
白
や

裏
に、

諸

経

論
疏
の

要
文
を

書
き
入
れ

た
も
の

で

あ
る

。

天

台
三

大
部
を
は
じ

め、

最
澄
・

源

信
な
ど
の

天
台

関
係
か
ら
の

注
記
が
多
く、

日

蓮
が

参
考
と
し

て

い

る
こ

と
が

よ

く
わ
か
る

（
小
松
邦

彰
「

日

蓮
撰
『
注
法

華
経
」

の
一

考
察
」）

。

一

方
で

、

真
言
宗
（
空

海）
・

華
厳
宗
・

法
相
宗
・

浄
土

宗
な

ど

の

典
籍
も
み

え、

こ

れ
ら
の

見
解
を

検
討
し
た

り、

反
論
の

準
備
と

し

た

と

推
察
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

よ

う
に、

注
記
の

口
的
は

多
様
で

あ
る

が
、

『

法
華
経
』

の

経
文
の

内

容
と

直
接

関
係
し
て

い

る

と

思
え
る

場
合

が

多
い

。

こ

こ

で

は
、

寿
量
品
に

注
記
さ
れ

る
「
法
華
文
句
』

に
つ

い

て

検
討
し
、

注
記
の

要
文
と

経
文
と

の

関
係
を

再
確
認
し

た
い
。

　

寿
鼠

品
が
収
録
さ
れ
る

『

注
法
華
経
』

巻
六
の

見
返

し
に

は
、

法
身
と

応

身、

毘
盧
遮
那
仏
と

釈
迦
仏
な
ど

釈
尊
の

仏
身
論
に

関
し

て

『

法
華
文

句
』

九
の

釈
寿
量

品
か

ら

注
記
さ

れ
て

い

る

（

〔

六

巻
三
〕
〔

六
巻
六
〕

。

山

中
喜
八

『

定
本
注

法
華
経』

〔

巻
・

番

号
〕

）
。

各
巻
の

「

見
返
し

」

の

余

白
を

利
用
し

て
、

何
か

し
ら

の

テ

ー

マ

に

沿
っ

て

参
考
文
献
を

集
め

る

と
い

う
特
徴
が、

巻
六

に

も
示
さ
れ

て

い

る
。

　

寿
量

品
で

は、

地

涌
菩
薩
の

出
現
（
涌
出

品
第
十
五）

に

驚
い

た

聴
衆

を

代
表
し
て

、

弥
勒
菩
薩
が

釈
尊
に

質
問
す
る

が
、

釈

尊
は

三
た
び
い

ま

し
め

、

聴
衆
は
三

た
び

説
法
を

懇
願
す
る

。

さ
ら
に

、

重
ね
て

聴
衆
が
懇

請
し

、

釈
尊
は
四

度
目
の

い

ま

し

め
を

す
る

。

「

四

請
四
誠
」

の

丁

寧
な

儀
式
に

よ

っ

て
、

釈
尊
の

説
法
の

重
要
性
を
示
す
の

で

あ
る

が
、

こ

こ

に

書
き
込
ま
れ
る

『

法
華
文

句
』

九

（
〔

六
巻
九
〕

〔
六
巻
一

〇
〕

）

も、
「

四

請
四
誠
」

に

直
接
関
わ
る

も
の

で

あ
る

。

　

ま
た
「

我
、

実
に

成
仏
し

て

よ

り
巳
来、

無
日

甲

無
辺

百
千
万

億
那
由
他

劫
な
り

」

と
、

釈
尊
が

無
上
の

悟
り
を
達
成
し
て

か
ら
こ

の

か
た

、

は

か

り

知
れ
な
い

無
限
の

時
間
が
経
過
し
て

い

る

こ

と

が
明
ら
か
に

さ
れ

る
。

こ

の

経
文
の

近

く
に
書
き
込

ま
れ

る

『

法
華
文
句
』

九
（
〔
⊥

ハ

巻

＝
二
〕

〔

六

巻
一

四
〕

〔
六

巻
一

五
〕

）

に

は

「

永
遠
の

釈
尊
」

に
つ

い

て

論
じ
ら

れ
て

い

る
。

　
「

如
来
は
も
ろ

も
ろ

の

小
法
を
楽
え
る

徳
薄
垢
重
の

者
を

見
て
は
、

こ

の

人
の

た

め

に

我
わ
か
く
し
て

出
家
し
、

阿
褥
多
羅
三

藐
三

菩
提
を
得
た

り
と

説
く

」

と

あ
り、

仮
の

教
え

（

小
法）

に

固
執
し
て

い

る

人
々

の

た

め

に
、

永
遠
の

釈
尊
で

あ
る

こ

と

を
説
か
ず
に
、

始
成
正
覚
を
説
い

て

き

た

こ

と

を

明
ら
か
に
す
る

。

こ

の

経
文
の

付
近
に

注
記
さ
れ
る

『

法
華
文

句
』

九

（
〔

六
巻
一

六
〕

〔

六

巻
一

八
〕

〔
六
巻
二

〇〕
）

は

「

小
法
を
楽
え

る

徳
薄
垢

重
の

者
」

に
つ

い

て

論
じ

て

い

る
。

　
「

み

な

実
に
し

て

虚
し
か
ら

ず
」

と
、

釈
尊
が

人
々

の

機
根
に

応

じ
て

説
く
さ

ま

ざ
ま

な
教
え
は

、

す
べ

て

真
実
で

あ
っ

て
、

い

つ

わ

り
で

は
な

い

と

説
く

。

こ

の

経
文
の

付
近
の

『

法
華
文
句
』

に

は

「

虚
像
の

よ

う
な

仮
の

悟
り
の

世
界
か

ら
、

真
実
に

入
る
」

な
ど

あ
り

（

〔
六

巻
「

九
〕

『

法

華
文
句
』

九
、

〔

六

巻
三
一
〕

『

法
華
文
句
』

五
・

釈

譬
喩
品
）

、

こ

の

部

分
の

寿
量

品
の

内
容
と

関
連
し

て

い

る
。

　

そ
し
て
、

自

我
偈
の

部

分
に

は

『
法
華
文
句』

か

ら
理
と

事
（
〔
六
巻

四
二
〕

『

法
華
文
句
』

十
・

釈
随
喜

功
徳
品
）

、

法
身
の

常

住
（
〔
六

巻
五

〇
〕

『

法

華
文
句
』

六
・

釈
信
解
品
）

に

つ

い

て

の

書
き
込
み

が
あ
る

の
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で
、

こ

れ
ら

も

経
文
と

密
接
に

関
連
し
て

い

る

こ

と
が

わ
か

る
。

　

日
蓮
が

寿
量

品
に

つ

い

て

考
え
る

と

き
『

法
華
文
句
』

の

智
顕
の

見
解

を
お

お

い

に

参
考
と

し
て

い

た

こ

と

が

再
確
認
で

き
た
。

日
蓮
が
仏
教
研

鑽
の

成
果
と

し
て

の

要
文
集
を
整
理
し
て

『

法
華
経
』

の

余
白
に

書
き
入

れ
た
と

考
え
ら
れ
る

が
（

浅
井

圓
道
『

上

古
日

本
天
台
本

門
思
想
史
』

、

北
川
前

肇
「

日
蓮
教

学
研
究
』

）

、

書
き
込
み
の

目
的
を
知
る

こ

と

は

容
易

で

は

な

い
。

注
記
の

要
文
そ
れ

ぞ

れ

に

つ

い

て

詳

細
に

検
討
し、

『

法
華

経
』

の

経

文
の

内

容
と
比

較
す
る

こ

と
が

必

要
で

あ
る

。

近

年、

『

注
法

華

経
』

に

東

密
・

台

密
関

係
の

典

籍
の

名
が

多
く
み

え
る

こ

と

に

よ

っ

て
、

日

蓮
の

教

義
の

根
底
に

密

教
思
想
が

存
在
し
て

い

る

と
指

摘
す
る

意

見
が

あ
る

。

し

か

し
、

空

海
の

著
作
の

例
に

み

ら
れ

る

よ

う
に、

日

蓮
は

反

論
す
る

た

め

の

準
備
と

し
て

注
記
す
る

場
合
も

多
い
。

こ

の

こ

と
に

充

分
留
意
す
る

必

要
が

あ
る

だ

ろ

う
。

山
川
智
応

の

浄
土

教
批
判

前

　
川

　
健

　
一

　
近
代
に

お
い

て

田

中
智

学
を
中
心
と

す
る

国
柱
会
の

日

蓮
主

義
は
、

単

に

囗

蓮

解
釈
や

日

蓮

系
宗

教
の

み
で

な

く
、

社
会
全
体
に

大
き
な

影
響
を

与
え
た

。

研
究
史

的
に

も

着
実
な
蓄

積
が
な
さ
れ
て

き
て

は

い

る
が、

そ

れ
ら
は

お

お

む
ね

社
会
思

想
史

的
な

関
心
に

偏
っ

て

い

る

よ

う
に

思
わ
れ

る
。

田

中
智
学
の

そ
も
そ

も
の

出
発
点
が
、

当
時
の

日

蓮
宗
で

重

視
さ
れ

て

い

た

優
陀
那
日

輝
の

教

学
へ

の

反
発
で

あ
り

、

国
柱

会
の

活
動
の

基
本

が

日
蓮

教
学
の

棚
新
と
そ

の

伝
道
に

あ
っ

た

こ

と
を

考
え
る

と
、

田
中
な

い

し

国
柱
会
の

ト
ー

タ

ル

な

理
解
の

た

め

に

は
、

彼
等
の

教
学
的
達
成
そ

れ
自
体
を

検
討
す
る

必

要
が

あ
る

と

思
わ

れ
る

。

　
田
中
は
、

大
正

時
代
以
後
は

国
体
思
想
に

主
軸
を
移
し
た
と
一

般
に．
言

わ
れ
る

が
、

こ

の

時
期
以
後、

日
蓮
教
学
の

面
を
主
と
し
て

担

う
の

が
、

山
川
智
応
を
は

じ

め

と

す
る

田
中
の

直

弟
子
た
ち
で

あ
り、

さ
ら
に

は

田

中
の

実
子
で

あ
る

里
見
岸
雄
ら
で

あ
る
と

言
え
る

。

田

中
は

『

本
化
妙
宗

式
目』

及
び、

そ
の

講
義
と

い

う
形
で

、

独

自
の

日

蓮

教
学
の

編
成
を

行

っ

た
が

、

田

中
の

場
合、

用
語
の

面
で

も

発
想
の

面
で

も
、

近

世
的
な
日

蓮
教

学
の

枠
組
み

に

強
く
規
制
さ
れ

て

い

る
。

そ

れ

に

対
し

て
、

少
な
く

と
も

本
人
の

意

図
と

し
て

は、

よ

り
開
か
れ

た

形
で

日

蓮
を

語
ろ

う
と

し

た
の

が
、

山
川
で

あ
り、

日
蓮
教

学
の

近
代
化
と
い

う
点
で

も

重
要
な
位

置
に

立
っ

て

い

る

と
思
わ
れ
る

。

　
山
川

智
応
（
一

八

七
九
−
一

九
五

六
）

は
、

大
正
五

年
（

一

九
一

六）
、

『

日

蓮
聖
人
と

親
鸞
」

（

新
潮
社
）

を
、

大
正
冖

二

年
（

一

九
二

三
）

、

『
日

蓮
聖
人
と

法
然
』

（
天
業
民

報
社
）

を
出

版
し
た

。

山

川
の

諸

著
の

特
徴

は
、

日
蓮
の

浄
土
教
批
判
自
体
を

発
展
さ
せ

る
と

い

う
よ

り
も、

日
蓮
の

生

涯
・

教
義

体
系
な
ど

と
、

親

鸞
・

法
然
の

そ
れ
と

を
比

較

す
る

こ

と

で
、

日

蓮
を

高
く

評
価
す
る

と
い

う
方
法
を

採

用
し
て

い

る

こ

と
で

あ

る
。

山
川
は

事
蹟
・

人
格
・

教
義
と

い

う
三

項
目
を
立

て

て

比

較
を
し
て

い

る

が、

こ

こ

で

重
要
な

の

は
、

事
蹟
・

人

格
の

比
較
に

大
き
な
ウ
ェ

イ

ト
が
置
か
れ
て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

各
宗
の

価
値
を
開

祖
の

人

格
に

集
約

し
、

比
較
を
行
う
と

い

う
方
法
は
、

結
果
と

し
て

、

大

乗
非
仏

説
論
を
め

ぐ
る

問
題
を
回
避
す
る

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

山
川
自

身
は

明

言
し

て

い

な
い

が
、

日

蓮
白
身
か
ら
始
ま

り、

近
世
に

い

た
る

ま
で

の
、

日
蓮

宗
と

浄
土

宗
諸

派
と
の

間
の

大
き
な

争
点
が、

浄
土
三

部
経
と

『

法
華
経
」

と
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